ほと 、ギ」 す 

ほと ゝぎ すの 声 まだ しらねば、 いかにして か 聞かば 

やと 恋しがる に、 人の 訪ひ 来て、 「何 か は 聞えぬ 事の あ 

やど お ほき 

るべき。 我が 宿の 大樹に はと まりて さへ 鳴く もの を、 

まくら た> ひと 

夜 ふけ 枕に こゝ ろし 給へ。 近く 聞く 時 は 唯一 こ ゑ あ 

やしき 音に 聞きな さるれ ど、 遠くな り ゆく 声の いと 哀 

れ なる ぞ」 と教 へられき。 

ふる さっき いま 

時 は 旧き 暦の 五月に さへ あれば、 おのが 時た ゾ 今と 

心い さみて、 それよりの 夜な/ \ 目 も あはず、 いかで 

まち ひとよ 

聞き もらさ じと 待 わたるに、 はかなくて 一 夜 は 過ぎぬ _ 



そのつ ぎの 夜 もつ ぎの 夜 もお ぼっかなくて、 1| 時し か 

あか つ きづく よ 

暁 月夜の 頃に も なれば、 など かくば かリ物 はお も は 

なま 

する、 いと つれな くも あるかな と 憎く む/ \猶 まつに 

ひとよ まち 

弱らで 一夜 を 待 あかし、 に、 ある 暁の いとね ぶうて、 

物 もお ぼえず しばし 夢 結ぶ やうな りしが、 耳 もと 近く 

その 声 あやまたず 聞えぬ。 まだ 聞 かざりし 音 を さやか 

まくら 

に 知る は 怪し けれど、 疑 ひなき それと 枕お しゃりて、 

ゐ なほ ひと こじん 

居直れば 又 一 こ ゑ さやかに ぞ なく。 故人が よみつ る 歌 

の 事な ど さま^-胸に 迫りて、 ほと/ \ 涙 も こぼれつ 

ベく、 ゆかし さの いと 堪 へがた ければ、 閨の 戸お して 

大空 を 打 見 あぐる に、 月に は 横雲 少し か、 りて、 見 わ 



たす 岡の 若葉の かげ 暗う、 過ぎ ゆき けんかげ も 見えぬ 

くち を たゾ うち 

なん、 いと 口惜しう も ゆかしう も 唯 身にしみて 打な が 

めら れき。 

あけ せう そこ 

明 ぬれば 歌よ む 友の もとに 消息して、 この ほこりい 

は、 V やとし つる を、 事に まぎれて さて 暮 しつ。 夜に 入 

よ ひ うち 

れば 又々 鳴き わたるよ。 こたび は 宵より 打し きりぬ。 

こま たヾ 

人の 聞かせし やうに 細やかなる 声 は あらね ど、 唯 も 

のゝ 哀れに て、 げに 恋する 人の 我れ に 聞かすな と 言 ひ 

けん も 道理 ぞ かし。 おも ふ 事な き 身 もと、 す y ろに 鼻 

こよ ひ 

かみ わたされて、 日記のう ちに は 今宵のお も ふこと 

くさ A\ 

種々 しるして、 やがて 哀れし る 人に とお も ふ。 



ふっか みっか のち 

かくて 二日ば かり、 三日の 後な りけん、 ゆく りなく 

と き うれ い で 

訪ひ 来し 友 ぁリ。 いと 嬉しうて、 今や この 事 かたり 出 

ん、 しばし してや 驚かすべき、 さ こそ は 人の 羨 やまし 

なま 

がるべき をと、 嬉しき にも 猶はゾ かられつ、、 あらぬ 

ほと、 ぎす 

事 ども 言 ひか はす ほどに、 折し も かの 子規 軒端に 近 

う 鳴く 声の する。 「あれ 聞き 給へ。 此宿 はこ y ゐの森 

にも あらぬ を、 この 夜 頃た えせず 声の 聞 ゆるが 上に、 

うちいだ え 

ひる さへ かく」 と 打 出し たれば、 友 は 得と きがたき お 

も、 ちして、 「何 を かの たま ふ」 とた ゾに言 ふ。 か 

う うち 

くくと 語れば、 「そ は 承け がた き 事」 と 打 かたぶき 打 

ひとこ ゑ ふた こ ゑ 

かたぶき する ほどに、 又も 一 声 二 声う ちしきれば、 「あ 



ほと きす 

れが声 を 郭公と や。 いかにして さはお ぼしつ るぞ、 

おんき ゑ 

いとよき 御 聞き ざま」 と、 友 は 口お ほひ もし あへ ず 笑 

あか つき 

みくつが へる。 「いつも 暁 よりな きいで、 夕 ぐれ ま 

おんの き 

では 御 軒の ものなる を、 いかにして さは 聞き 給 ひけん、 

物ぐ る ほしく もお はします かな」 といよ/ \ 笑 ふに、 

「さに は ある まじ。 いかで 山 がらす を さはお も ふべき。 

なく い ぶ 

あの 鳴ね 聞き 給へ、 よも あやまら じ」 と 不審 かしうな 

なき いづ 

リて 言へば、 「月夜に 寝 ほうけ て 鳴 出る 時 は 常の 声と 

こと ね 

も 異なりぬべし。 今の なく 音 は 何 か は 異ならん。 あれ 

見 給へ、 飛び ゆく 姿 もさ やかなる を」 と 指さ、 れて、 

ほと、 ぎす はつね さ 

あはれ この 子規い つも 初音 をな く 物に なりぬ。 覚め 
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